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「西 園 寺 公 望 展」 盛 会 の う ち に 終 る

最後妨 老           1  立命館創始 120年 、学園創立 90周年

団 哺門や望馴1      1 
を記念 して西園寺公望展が東京・局島屋

― 京都・ノヽり・卿京
――        | にて開催された。立命館大学が学祖西園

1990年10Bll日蜘I瀬誌:続         1 寺公望の伝記編 纂の成果の一端として彼

覇:量摯曳:ラリーA=1瞑墨塁塁塁1 8量曇菖[重[俗課『I驚言二:[]
助 :―拿.―          1  数 の参観黎 て、立命館大学の名を重薔 口 薔嶼 ● 口,キ エ +‐●R:嬰帰、財貪秩摯      1関集だ知L3二 :[単募意碁璽IIIt。
また公望展が開催 されるのを議会に日本橋 DICビ ルのプ リンセスにて関東
地区、東京・神奈川・千葉・栃木・埼玉の合同懇親パーティが l15かれた。
大学からは谷岡総長、廣校友会長他多数の来賓 、神奈川県支部からも勝田支部
長以下Ю余名の参加がぁ り、盛大に行われた。        (長 谷川 )―‐――_¨_________― ―___― ―_――――――‐―――_―――――――――‐――――――――――――

平 成 2年 度  忘 年 大 会 開 催 さ れ る
平成 2年 12月 2日 (日 )P撻 5:oo～ 横 浜

属ム基FI:ξ [[肩語EF大
会が開催された。

「高島屋デパー ト」 6Fミ ー
家族も合め多数の参加があり、

(_1l Eヨ )

第 14回 ゴ ル フ の 会 開 催 さ れ る

H2年10月 7日 (日 )沼澤国際
2位 横野圭司氏 (42法 )、 3位

CCにて行われる。優勝 田中健明氏 (36理工 )
I富 潤氏。

"省
参加。    (茂 山)

支 部 総 会 (第 9回 )の ご 案
来たる平成 3年 3月 17日              ~(日)横浜駅 西日高島屋 デパー ト6「 ミーティ ンサロン「ぼ ら^田 :″ _´、 、__ノサロン「ばらの間」にて行われる。校友まだ家族多数の出席をお願いι』すす。

(12'犀季5J≡著 i屋ミIIヨ)
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ヤクル ト・古田精手「 1年目で
取れて、非常にうれしい。今年は
ついていました。盗壼理止事の農

さが評価されたのでしよう」

親

―

驚

プロ野球のベテラン記者が選ぶ「守 りのベス

トナイン」 1990年 三井ゴールデングラブ賞
の開票、発表が11月16日行われた。
関西野球 リーグ (立命大)で活躍 し、 トヨタ
自動車をへて今春ヤクル ト入団の古田敦也捕手

は初受贅。捕手部門で新人が受質 したのは史上

初の快挙である。

11月 24日 (土)プ ロ野球 ドラフ ト会議が開か
れ、長谷川滋利投手はオ リックスに 1位指名さ
れ、入団の見込み。

オ
リ

ッ
ク
ス

・
長
谷
川

【オ
リ
ッ
ク
ス
】
撃
一

長

谷
川
滋
利
（は
せ
が
わ
・
し
げ

と
し
）
立
命
館
大
ｏ
丁
麟
Ｗ
、

嘔
黎
Ъ

関
西
学
生
で
４０
勝
を
マ

ー
タ
し
た
聾
四
大
学
Ｎ
Ｏ
Ｔ
右

町

昇

蓉

重

縄

表
。

長
谷
川
せ
手

「非
常
に
気
持

ち
が
い
い
。
即
戦
力
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、

四
月
か
ら

一
筆
で
投
げ
ら
れ
る

よ
う
が
ん
は
り
た
い
」

優 勝 を 逸 す る !

つき、破れど。1司志社は申燿せ表■ヒ■理単杢含千由盪|、 毯R杏営昇奮τ芳

ll式讐嘔亀宴][t奄電
機撃Tτ洋商き署撼署元「

また4月からはオリック

=躍
が期待される。

なった。

あ り が と う !

幹 事 の 智 さ ん 、

小生の 77オのお祝いとして、まことに結構
なる羽根布団をお贈 り下さ

れ、

お陰をもつてもう 1年位、長生きが出来そ
うであります。是非留

々様によろし

くお伝え下さいますようお願い申星ま聾1:Lξ
し
1話Ъ5カ

V`' |,人 |■ |: む 人 ヽ 人 ヵ、人 レ 」|: 111′

1ヽ1● ★ l)0(| 0('0 () :,(, 1 2

卜」ノ( 0、 )● ☆
| )ヽ ) ●t,■ (,1, J 1

lヽち| ,0い ● 0 ★ 0●● 3 3

近 大 00 ●● )ヽ●い ☆ ■0■
`)(,

3 1

ヽズ ● ● t,00 ●● ●  ● ★ | 、ri 1

':人

● ● 0● 0● ●● 00 ☆

V

V



平成 2年 12月 2日 (日 ) 自6  16  [手

ヘ

へ

1990年 (I「
=2年
)0月 250(娘 日)      `" '■   ■菫   ヨ駐   霧   H

●
●
―
東
大
　
”
２
ク
オ
ー
タ
ー
　
ロ
菫
“
π
付
近
で
立
●
の

Ｑ
Ь
古
沢

＾
中
央
〉
が
突
口
し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
ダ
ウ
ン
そ
“
う

▼
関
西
学
生

（る
日
、
大
阪

・
万

国
轟

喬

毒

）

同
大

（５
勝
２
晨
）
２．
，
１９
関
大

（１
勝
６
敗
）
、
立
命

（５
勝
１
敗

ｒ
分
）
η
ｌ
ユ
墨
曇
〈
（■
３

立
命
が
、
三
年
ぶ
３

リ
ー

ヶ
懇
職
に
燃
え
る
東
大
ニ
ト
し

た
。
第
ニ
ク
オ
ー
タ
ー
に
と
も

に
Ｔ
Ｄ
を
奪
い
７
１
７
で
迎
え

た
第
四
ク
オ
ー
タ
ー
、
立
命
は

相
手
の
パ
ン
ト
を
プ
ロ
ッ
ク
し

た
こ
ぼ
れ
嫁
を
押
さ
え
、
決
勝

の
Ｔ
Ｄ
を
な
っ
て
遠
げ
切
り
今

季
初
雲
■

同
大
も
ｌ
Ｔ
ｐ
量

で
神
大
を
破
っ
て
初
自
星
を
あ

塔立

　

命

１４
１

東

　

大

◎

蘭

西

学

生

・
ア

メ

リ

カ

ン

フ

ツ
ト

ボ

ー

ル

リ

ー

グ

は

ヽ
東

大

が

伸

大

を

破

り

６

勝

１

敗

と

な

り

、

三

年

ぶ

り

六

度

目

の

優

勝

が

決

っ
た

。

立

命

は

東

大

を

ば

っ

た

が

二

位

に

終

っ
た

。

残

念

・

・

・

・

・

・

Ｑ
♭
拒
彰
舞

‐
グ

（
２４
日

「
京
都
宝
が
池
）

ホ ー ム カ ミ ン グ デ ー と ゴ ル フ の ツ ア ー に 参 加 し て

長谷川貞栄 (IIE 4 5年 文 卒 )

神奈川県支部では国立 90周年記念行事のホームカミングデーと支部行事の
ゴルフの会 (第 13回 )を ジ ョイン トして衣笠キヤンパスを訪れました。
★ 5月 18日 (金 )夜、横浜を出発した 20名―行は、途中、サロンバスのエ ンジ
ン トラブルがあって19日 (上)朝 8時、定刻よりも遅れ、支部相談役・相沢良信
氏の経営する二重県阿山郡バー ドヒル・ ゴルフ倶楽部に到着。小雨降る中、朝
食も食べずにスター トしました。 優勝 武田智敬氏 (昭鉤法 )
☆ホームカミングデーでは衣笠キヤンパスにて恩師、各支部からの校友諸兄と
ビールを片手に歓談。 2時半すぎ、杉田二郎、ばんばひろふみのフォークを聞
きながらキャンパスを
あとにしました。母校
の益々の発展を祈 りつ
て)。

-23脚
分 、

"時
FEUの旅を終 え、無

事横浜へ帰着 ―― 。

18Q見送って下され
た岸本さん、福田さん、
ありがとう。ツアーを
計画してくれた茂は1さ
ん、こ苦労さん。
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と
び
き
り
の
色
彩

あ
る
は
ず
の
な
い
海
の
に
お
い
が
風
に
乗
り
ふ
い
に
届
く
と

き
、
あ
あ
灯
台
に
生
ま
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
、
そ
う
思
う
こ

と
が
少
し
あ
る
。
で
も
、
白
い
肌
を
自
慢
げ
に
さ
ら
し
、
船

た
ち
の
あ
つ
い
視
線
を
浴
び
る
毎
日
な
ん
て
、
き
っ
と
私
に

は
向
い
て
な
い
。

そ
り
ゃ
あ
私
は
し
が
な
い
信
号
機
だ
け
ど
。　
　
　
　
　
　
　
　
誰
に
も
愛
さ
れ
た
く
は
な
い
の
だ
、
私
は
。

右
手
に
小
学
校
、
左
手
に
コ
ン
ピ
ニ
、
酒
屋
、
住
宅
の
な
ら
　
　
降
り
そ
そ
ぐ
雨
が
少
し
ず
つ
つ
も
り
、
道
路
が
川
の
よ
う
な

ぶ
片
道
二
軍
線
の
道
路
に
た
た
ず
ん
で
、
赤
、
青
、
黄
の
三
　
　
菱
情
に
な
る
と
き
、
私
は
岸
辺
に
た
つ
柳
の
ま
ね
を
し
て
水

色
弁
当
み
た
い
な
下
世
話
な
ひ
か
り
を
く
り
か
え
し
放
つ
、
　
　
に
自
分
の
姿
を
映
し
う
っ
と
り
と
す
る
。

退
屈
で
単
純
な
信
号
農
だ
け
ど
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
こ
う
岸
の
電
柱
が
勘
違
い
し
て
、
無
粋
な
電
流
を
ひ
り
ひ

時
に
舌
打
ち
を
ま
し
た
な
が
ら
も
私
の
意
の
ま
ま
に
動
い
て
　
　
り
と
お
く
つ
て
よ
こ
す
け
ど
、
も
ち
ろ
ん
相
手
に
な
ん
か
し

く
れ
る
車
や
ト
ラ
イ
パ
ー
の
こ
と
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
。
　
　
　
　
て
や
ら
な
い
。
私
は
誰
の
こ
と
も
愛
し
た
く
は
な
い
。

ヒ
ト
の
体
臭
が
混
じ
る
排
気
ガ
ス
を
た

っ
ぶ
り
吸

っ
て
、
私
　
　
私
が

ひ
そ
か

に
隠
し
も

つ
、
ヒ
ト
や
車

に
は
見
せ
な

い
と
び

の
呼
吸
器
は
い
か
れ
て
る
け
ど
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
り
の
色
彩
。
そ
れ
を
披
露
す
る
の
は
任
期
を
終
え
て
、
運

不
眠
症
の
私

に
は
こ
の
仕
事
、
結
構
向

い
て
る
ん
じ

ゃ
な

い
　
　
く
は

こ
ば
れ
て
い
く
、
明
け
き
ら
ぬ
朝
の
こ
と
だ

ろ
う
。
　
　

　

　

・

か
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰
の
た
め
で
も
な
い
、
私
の
た
め
に
放
つ
た
だ

一
度
き
り
の

夜
遊
び
の
鳥
た
ち
と
共
謀
し
、
気
弱
な
車
の
涙
目
を
し
た
た
　
　
と
び
き
り
の
ひ
か
り
。
遺
書
の
よ
う
な
ひ
か
り
。
独
り
言
の

か
に
攻
撃
す
る
楽
し
み
が
あ
る
し
。
後
綸
に
子
ど
も
を
ひ
き
　
　
よ
う
な
ひ
か
り
。

も
ち
る
ん
血
の
　
　
そ
れ
を
放
っ
た
あ
と
、
私
の
し
あ
わ
せ
な
不
眠
症
は
よ
う
や

く
完
治
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。

ひ
ら
た

。
と
し
こ
　
時
人
。
一
九
二
五
生
ま
れ
。
立
命
館

大
学
文
学
部
卒
。
詩
集
に

『ラ
ッ
キ
ョ
ウ
の
思
返
し
』

『ア

ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
は
水
く
さ
い
！
』
な
ど
。

1990t(平成2年)6月298__金 IEB___   嬰

1990年 〈平成2年 )10月

あ
と
は
拭
き
と
っ
て
や
る
。

平
田
　
俊
子

秦庁  闘9日 (鋼曰〉     夕  利   富菫

一
ι
ｌｌ
写
真
＝

（東
京
都
立

大
泉
高
三
年
）
が
十
八
日
、

立
命
饉
大
の
文
化

・
芸
術
活

動
特
別
選
抜
入
試
に
合
格
、

来
春
、文
学
部
に
入
学
す
る
。

Ｗ
‥
日
本
中
の
涙
を
誘
っ

た

″名
子
役
″
も
高
校
入
学

後
は
進
学

一
本
に
日
根
を
餃

り
、

「
女
優
業
は
ソ
コ
ソ
コ

に
し
て
」
猛
勉
強
。
同
夜
、

合
格
の
知
ら
せ
に

「
よ
か

っ

た
」
と
あ
の
実
農
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
た
。

Ｗ
‥

「
将
来
は
国
際
交
流

の
仕
事
が
し
て
み
た
い
」
と

い
う
綾
子
さ
ん
。
大
学
に
進

ん
で
も
、
学
薗
生
活
優
先
だ

そ
う
で
、

「
初
め
て
の

一
人

暮
ら
し
が
楽
し
み
」
と
京
都

で
の
生
活
に
胸
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
い
た
。
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相澤良信

私の友人が、 6月 の初め 群 島県
`開かれたグランド・ シエア・ ゴルフ大

会の観戦模様 を話 してくにました。

開けば、日本のプロゴルフ選手権に

は、 レギュラーンアー とシニアツアー、
さらにはグランド・シニア、スーパー・

シエアと呼ばれるプロと、プロ競技が

あるそうです。ご存知の通 り、レギュ

ラーンアー とは、今をさか りに活躍す

る若手、中堅プロの トーナメン トであ

り、50歳 を超えたプロが参加出来るシ

エアツアー と力=あ ります。当パー トヒ

′レ・ ゴルフ倶楽部の///原 プロは、レギ

ュラー、シニア両ツアーに参加してお

りますが、昨今 tよ、このシニアツアー

にも関 t・が高まつている、 というお話

しです。すでにアメリカでは、シエア

ツアーう
'レ
ギュラーツアーな菱ぐほど

の人気メ リと同つてお ります。

日本で も今、レギュラーで活躍中の

プレイヤーが、数年を持たず してシニ

ア入 りしてまいリニす。

その頃には、レギュラー もシニアも

ほぼ同 じように、皆様のFJg心をひくト
ーナメントとなっていることで しょうて
お話 しをグランド・ シエアに戻 しま
しよう。 日本のプロゴルフ界のフアウ
ンダー と見 られている中なす寅吉、小野

光―プロらも参カロした、このイベント
を崚戦 した友人は、その技量、技術に

改めて舌を巻いた、 というものです。
両プロともに、年齢は70歳 を超えて
お ります。 それで もドライパーの飛距
陸は200ヤ ー ドを軽 るくォーフヾ―、中で

もアプローチ・ショントの上手さは、
現在のレギュラーツアーに参加する選
手以上 とのことで した。これまでのラ
ウンドの中ぜは、何度 もエージ・ シュ
ー トした経験 もあるプロ達。私達アマ

チユア ゴルファーにとって、 このス
ーパー・ シニアのゴルフ・ テクニック
には沢山の教訓|、 教示がある、 と話 し
ておりました。ォン・ シーズンよっ只
中のゴルフ、チャンスを得て、グラン
ド・ シニアのプレイをご覧になること
をお薦めいたします。

ヘ

堕 理工・ トーァ代表取締役 )

号16第

τ●57ナウか 長峰由紀

ちゃん、がんばれ !

テレビ、ラジオ、週刊誌で活国の長峰

由組ちゃんは、立命館の 00。

最近、めっきり色つぼくなってきた由

紀ちゃん、かまととの白紀ちゃん、がん

ばれ  !  週刊朝日 1989.10.6号

曇田由編さん

1口7●in日沐ヌ,● (●●
文― )●●.―   (T

SS'アナウン,一。r●|"
いスボーッL rt_ニング
EVEJなどを,襲

出
か
け
ま
す
。
立
命
時
代
は
初
め
て
の
独
り

彗
し
だ
っ
た
こ
と
も
含
め
、青
薔
そ
の
も
の
。

卒
業
は
仲
目
や
先
生
方
の
お
か
け
で
す
（笑
）

て
い
た
颯
れ
の
京
都
に
逮
学
し
た
も
の
の
、

甥
社
３

大
同
実
”
河
原
氏

河
原
　
四
郎
氏

（か
わ
は
ら

。
し

ろ
う
）
昭
和
２‐

年
大
同
生
命
保

険
に
入
り
、
働

き
な
が
ら
立
命

館
大
を
卒
業
。

東
京
支
社
長
、
取
締
役
関
東
地
区
本

部
長
、
常
務
、
専
務
を
経
て
日
年
７

月
か
ら
副
社
長
．
綱
歳
。

福
本
栄
沿
社
長
米
会
長
は
代
表
糀

の
な
い
会
長
に
退
く
。（５

月
Ｂ
日
付
）

す
ぐ
き
も
饉
か

ア
ル
バ
イ
ト
で
作
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

鴫
滝
近
く
で
の
下
宿
先
が
バ
ン
屋
だ
っ
た
の

で
、
朝
か
ら
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◎ 創 立 90周 年 に む け て 1人 1口 運 動 推 進 中
平成 2年 5月 19日 、立命館は創始 120年、創立 90年を迎えました。
母校を発展・充実させるため、募金活動を展開中 (平成 3年 3月まで)です。
全体では45億円 (H2年 8月31日 )突破 しましたが、理工学部移転 (H6年 )も 決
定いたしました。多大な費用が必要です。神奈川県支部では 1人 1□ (3万円)
運動を推進中です。まだの方は、出費多端の折とは思いますが、是非ご協力下
さるようお願い申し上げます。

募金活動委員長 斎藤寿弥 (27経 )
lRl 事務局長 車 宗成 (32法 )

文化・芸術活動特別選抜入試、スポーツ特別選抜入試、また地方試験場を
多 く設けるなど大学の努力により、近年は全国型の大学 として発展 してき
た。さらに一層の発展が期待される。

理工学部の琵琶湖キヤンパス移転計画が進行中。 4年間、京都で学べ るか
ら立命館へ進学する人も多い。大学当局も新キ ヤンパス決定には苦労され
たと思 うが、どんな山奥でもいい。京都市内、いや京都府内に求められな
かったか残念である。

校友の皆様の投稿をお待ちしています。

校友・ ご家族の皆様、今年は幸多き年であったと思います。来年も幸多き
年であることをお祈 りしています。これから寒 さ厳しい日々を迎えます。
健康には気をつけてお過ごし下さい。

(長谷川 )

〇
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○

○
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三 喜 機 工 株 式 会 社

T EL ( 03)274-5843
F AX ( 03)274-5845

斎  藤  寿  弥 (27年通 卒 〉

弁護士   中 村  勲 (33年法 卒 )

弁護士   三 浦 守 正 (43年法 卒 )

校友の目さまのご健康とこ活目

をお祈 りします .

車のことは何でも相談して下さい

新 車  中古車  カー リー ス

鶴  見 一 男 ("年経卒 )

神奈メ:I日産自動車欄
特販 リース部

曾  (045)26ユ ー 4623
横浜市中区長者町 1-3-3

時 代 の ニ ー ズ に 応 え る

al・壁材
arT O R A Y″

 サィデ :ング 麗行

新築 。改築 あなたのセンス

敷

仮

グン

用

製

リ

板

材
　
一　
ス

で リホームして見ませんか ?

電管 Z結品罵遜轟 )

T245 僣t」民●アヨζttE【じ晨そ〕田じ 241-55
TEL (045)852-4819
F AX(045)852-4374

旨

V


